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平成２３年第３回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第４号（平成２３年９月１５日）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

（決算審査特別委員会審査報告）

第１ 認定第１号 平成２２年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定につい

て

第２ 認定第２号 平成２２年度三沢市国

民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について

第３ 認定第３号 平成２２年度三沢市食

肉処理センター特別会計歳入歳

出決算認定について

第４ 認定第４号 平成２２年度三沢市土

地区画整理事業特別会計歳入歳

出決算認定について

第５ 認定第５号 平成２２年度三沢市老

人保健特別会計歳入歳出決算認

定について

第６ 認定第６号 平成２２年度三沢市農

業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算認定について

第７ 認定第７号 平成２２年度三沢市下

水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について

第８ 認定第８号 平成２２年度三沢市介

護保険特別会計歳入歳出決算認

定について

第９ 認定第９号 平成２２年度三沢市後

期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について

第10 認定第10号 平成２２年度三沢市水

道事業会計決算認定について

第11 認定第11号 平成２２年度三沢市立

三沢病院事業会計決算認定につ

いて

─────────────────

日程第１から日程第１１までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（予算審査特別委員会審査報告）

第12 議案第55号 平成２３年度三沢市一

般会計補正予算（第３号）

第13 議案第56号 平成２３年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第２号）

第14 議案第57号 平成２３年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

１号）

第15 議案第58号 平成２３年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第１

号）

第16 議案第59号 平成２３年度三沢市水

道事業会計補正予算（第１号）

第17 議案第60号 平成２３年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

１号）

─────────────────

日程第１２から日程第１７までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第18 議案第61号 三沢市税条例等の一部

を改正する条例の制定について
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第19 議案第62号 三沢市スポーツ振興審

議会に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

第20 議案第63号 三沢市テレビ共同受信

施設設置条例を廃止する条例の

制定について

第21 議案第64号 三沢市ケーブルテレビ

ジョン施設の設置及び管理に関

する条例の制定について

第22 議案第65号 三沢市交通安全防犯会

議条例の一部を改正する条例の

制定について

第23 議案第66号 災害弔慰金の支給等に

関する条例の一部を改正する条

例の制定について

第24 議案第67号 第三中学校新築事業建

築工事請負契約の締結について

第25 議案第68号 財産の取得について

第26 議案第69号 財産の取得について

第27 議案第70号 財産の取得について

─────────────────

日程第１８から日程第２７までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

第28 三沢市選挙管理委員及び補充員の選

挙

─────────────────

第29 基地対策特別委員会中間報告

─────────────────

第30 中心市街地活性化対策特別委員会中

間報告

─────────────────

第31 総務文教常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

第32 民生常任委員会所管事務調査報告

─────────────────

第33 議員の派遣について

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

（決算審査特別委員会審査報告）

第１ 認定第１号 平成２２年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定につい

て

第２ 認定第２号 平成２２年度三沢市国

民健康保険特別会計歳入歳出決

算認定について

第３ 認定第３号 平成２２年度三沢市食

肉処理センター特別会計歳入歳

出決算認定について

第４ 認定第４号 平成２２年度三沢市土

地区画整理事業特別会計歳入歳

出決算認定について

第５ 認定第５号 平成２２年度三沢市老

人保健特別会計歳入歳出決算認

定について

第６ 認定第６号 平成２２年度三沢市農

業集落排水事業特別会計歳入歳

出決算認定について

第７ 認定第７号 平成２２年度三沢市下

水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について

第８ 認定第８号 平成２２年度三沢市介

護保険特別会計歳入歳出決算認

定について

第９ 認定第９号 平成２２年度三沢市後

期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定について

第10 認定第10号 平成２２年度三沢市水

道事業会計決算認定について

第11 認定第11号 平成２２年度三沢市立

三沢病院事業会計決算認定につ

いて

─────────────────

日程第１から日程第１１までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（予算審査特別委員会審査報告）
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第12 議案第55号 平成２３年度三沢市一

般会計補正予算（第３号）

第13 議案第56号 平成２３年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第２号）

第14 議案第57号 平成２３年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

１号）

第15 議案第58号 平成２３年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第１

号）

第16 議案第59号 平成２３年度三沢市水

道事業会計補正予算（第１号）

第17 議案第60号 平成２３年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

１号）

─────────────────

日程第１２から日程第１７までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第18 議案第61号 三沢市税条例等の一部

を改正する条例の制定について

第19 議案第62号 三沢市スポーツ振興審

議会に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

第20 議案第63号 三沢市テレビ共同受信

施設設置条例を廃止する条例の

制定について

第21 議案第64号 三沢市ケーブルテレビ

ジョン施設の設置及び管理に関

する条例の制定について

第22 議案第65号 三沢市交通安全防犯会

議条例の一部を改正する条例の

制定について

第23 議案第66号 災害弔慰金の支給等に

関する条例の一部を改正する条

例の制定について

第24 議案第67号 第三中学校新築事業建

築工事請負契約の締結について

第25 議案第68号 財産の取得について

第26 議案第69号 財産の取得について

第27 議案第70号 財産の取得について

─────────────────

日程第１８から日程第２７までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

第28 三沢市選挙管理委員及び補充員の選

挙

─────────────────

第29 基地対策特別委員会中間報告

─────────────────

第30 中心市街地活性化対策特別委員会中

間報告

─────────────────

第31 総務文教常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

第32 民生常任委員会所管事務調査報告

─────────────────

第33 議員の派遣について

─────────────────

◎出席議員（２０名）

議長 １番 馬 場 騎 一 君

副議長 １５番 小比類巻 雅 彦 君

２番 澤 口 正 義 君

３番 瀬 崎 雅 弘 君

４番 奥 本 菜保巳 君

５番 加 澤 明 君

６番 鈴 木 重 正 君

７番 藤 田 光 彦 君

８番 天 間 勝 則 君

９番 太 田 博 之 君

１０番 堀 光 雄 君

１１番 春 日 洋 子 君

１２番 野 坂 篤 司 君

１３番 西 村 盛 男 君

１４番 小比類巻 正 規 君
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１６番 舩 見 亮 悦 君

１７番 山 本 弥 一 君

１８番 堤 喜一郎 君

１９番 小比類巻 種 松 君

２０番 森 三 郎 君

─────────────────

◎欠席議員（０名）

─────────────────

◎説明のため出席した者（２６名）

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 大 塚 和 則 君

政策財政部長 米 田 光一郎 君

総 務 部 長 工 藤 智 彦 君

民 生 部 長 野々宮 忠 良 君

健康福祉部長 宮 古 直 志 君

経 済 部 長 中野渡 進 君

建 設 部 長 中 西 敬 悦 君

上下水道部長 宮 古 健 一 君

政 策 推 進 監 中 村 健 一 君

政策財政部参事
山 本 文 彦 君

兼政策調整課長

財 政 課 長 山 本 紀 雄 君

総 務 課 長 平 出 修 一 君

秘 書 課 長 繋 範 雄 君

管 財 課 長 尾 崎 正 光 君

税 務 課 長 小比類巻 雄 一 君

産業政策課長 遠 藤 恵 介 君

建築住宅課長 沼 山 明 君

会 計 管 理 者
尾 形 豊 君

兼 会 計 課 長

三沢病院事務局長 大 澤 裕 彦 君

消 防 長 月 館 孝 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 吉 田 健 君

教 育 部 長 今 村 哲 也 君

代表監査委員 和 泉 英 世 君

監査委員事務局長 冨 田 哲 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 佐々木 卓 也 君

次 長 村 井 拓 司 君

庶 務 係 長 大 塚 英 知 君

主 査 山 本 聡 君

主 査 鳴 海 拓 君
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午前１０時００分 開議

○議長（馬場騎一君） 定足数に達しており

ますので、４日目の本会議を開きます。

議事に入る前に、本日、当局より正誤表が

提出されておりますので、印刷して、お手元

に配付しております。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） なお、この際、特に

副市長から発言の申し出がありますので、発

言を許可します。

副市長。

○副市長（大塚和則君） おはようございま

す。議長のお許しをいただき、一言おわびを

申し上げます。

今定例会に提案いたしました認定第１号平

成２２年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定

についての説明資料のうち、主要な施策の成

果報告書の一部に金額の表示の誤りがありま

したので、ただいま配付をさせていただきま

した正誤表により訂正をお願いするものであ

ります。

このようなことのないよう全課体制で

チェックをいたしているものでありますが、

御指摘により再度の表示ミスが発生いたしま

したことは、まことに遺憾であり、ここに、

改めまして議員各位に対しおわびを申し上げ

ます。まことに申しわけありませんでした。

今後におきましては、担当課はもちろんの

こと、関係課を含め複数の目でチェックする

など、間違いのないよう細心の注意を払うよ

う職員の指導を徹底してまいりたいと考えて

おります。今後とも議員各位の御指導をよろ

しくお願いを申し上げます。

以上でございます。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） 本日の議事は、お手

元に配付しております議事日程第４号をもっ

て進めます。

─────────────────

◎日程第 １ 認定第 １号から

日程第１１ 認定第１１号まで

○議長（馬場騎一君） 日程第１ 認定第１

号から日程第１１ 認定第１１号までの計１

１件を一括議題とします。

決算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

４番奥本菜保巳議員。

○４番（奥本菜保巳君） 私は、認定第１号

平成２２年度三沢市一般会計歳入歳出決算認

定について、一部反対の立場で討論いたしま

す。

昨年度の社会情勢もこれまで同様、政局は

混迷し、経済状況もデフレの悪循環から脱却

できず、経済は停滞したままでした。

このような状況の中、一民間企業であった

ＭＧインターナショナル株式会社に対し３,

０００万円を貸し付け、６,５００万円出資

することにより市が筆頭株主になり、ＭＧプ

ラザは第三セクターとして運営されることに

なりました。

今後、公営的な要素が強くなり、最終的に

は市が負債をかぶることになりかねません。

いまだテナントのあきが目立ち、駐車場の問

題や２階部分の工事費の捻出など課題が残っ

たままです。市民の中から不安の声も上がっ

ています。

また、箱物の維持管理費の負担も気がかり

です。

斗南藩記念観光村の指定管理料として約

５,５００万円と、これまで何ら状況が改善

されていません。来場者数が１８万人、２０

万人を超えると、増加していると言います

が、その割に売り上げが伸びないのはなぜで

しょうか。他の市や町の道の駅指定管理料は

４５０万円から１,０００万円台で、イベン
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トは補助金なしで頑張っています。斗南藩記

念観光村内の道の駅は、地理的に無理があっ

たのではないでしょうか。

次に、三沢市の２２年度の財政健全化判断

比率ですが、実質公債費比率は、２１年度の

１８.４％から１６.４％に改善され、将来負

担比率も１４６.８％と、財政運営は良好な

状況であると言えます。これまでの行財政改

革の取り組み、努力のたまものであったと、

一定の評価に値するものであったでしょう。

しかしながら、余裕のない財源の中にあっ

て、財政調整基金等のような使い道の自由度

が高い基金が３９億円たまっています。これ

らの基金は、大体、標準財政規模の２０％く

らいの目安になっているようです。三沢市の

２２年度の標準財政規模は１０４億円ですか

ら、およそ２１億円程度あればよいことにな

ります。

もちろん、このような政局の混迷が続く中

で、将来において潤沢な交付金、補助金は期

待できず、貯金は多ければ多いにこしたこと

はありません。

昨今、国や地方自治体の財政が厳しいと言

われています。しかしながら、本当に厳しい

状況に置かれているのは、弱い立場の方々で

す。

生活に苦しむ人の割合を示す相対的貧困率

が１６％と過去最悪となっています。仕事が

なくて就職できない若者や非正規労働者、わ

ずかな国民年金等で生活する高齢者、母子家

庭の方々などです。

三沢市でも、生活保護の相談がふえていま

す。また、家庭の事情により、要保護及び準

要保護児童・生徒数もふえています。

ＭＧＩを助ける余裕があるのならば、財政

調整基金の一部を取り崩し、国や県の補助事

業だけでなく、三沢市独自の雇用対策、生活

支援対策をとるべきではなかったでしょう

か。

以上の観点から、平成２２年度決算に対

し、一部反対を表明します。

○議長（馬場騎一君） 次に、３番瀬崎雅弘

議員。

○３番（瀬崎雅弘君） 私は、平成２２年度

三沢市一般会計歳入歳出決算認定について、

賛成の立場で討論いたします。

三沢市は、米軍基地の建設とともに市街地

が形成され、基地のまちとして発展したとい

う他市にはない歴史を歩んできたまちであ

り、基地が所在すること自体が、今や三沢市

の個性となっているわけであります。

そして、この個性を生かし進めてきたのが

アメリカ村の整備であり、その拠点施設であ

るＭＧプラザの必要性、重要性については、

今さら申し上げるまでもありませんが、昨年

度において、この施設の運営が立ち行かない

状況にあったこと、そして、それを回避する

ために行われたのが６,５００万円の出資で

あり、３,０００万円の貸し付けであったわ

けであります。

再度申し上げますが、ＭＧプラザは、当市

中心市街地の活性化のため、ひいては、三沢

市全体の活性化のためには絶対必要な施設で

あります。今やこの施設は、一部の関係者だ

けがかかわるものでなく、商店街、商工会、

そして市が一丸となって、その機能を発揮し

ていかなければなりません。

そうした意味からも、平成２２年度におけ

るこの施設に関する支出は適切であったと私

は判断するものであります。

次に、公の施設に対する維持管理費の支出

についてであります。

すべての公の施設は、その必要性があって

建設されたものであり、その完成までのプロ

セスには、十分な議論が行われ、私ども議会

も大きくかかわってきた結果であります。

さらに、現在、市では、施設の老朽化や社

会情勢の変化、市民ニーズの変化にも的確に

対応できるよう、すべての施設の利用状況や

管理状況を調査した上で、維持管理にかかわ

る経費の削減、見直しに努めているとのこと

であり、その姿勢は大いに評価できるもので

あり、今後においてもその対応に期待するも

のであります。
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最後に、財政調整基金に関して申し述べま

す。

昨今の地方財政を取り巻く環境が極めて厳

しい状況の中で、財政運営については、持続

性・健全性が求められ、的確な財政運営を求

めることが大変重要であることは言うまでも

ありません。

これを踏まえて、平成２２年度の決算状況

を見ますと、財政調整基金等の取り崩し可能

な基金の残高が約３９億４,４００万円と

なっており、これは、収支均衡を念頭に置い

た予算編成、さらに、行財政改革の徹底を

図った財政運営努力の結果と言えます。

この基金残高の目安は、標準財政規模の２

０％と言われているようでありますが、この

たびの東日本大震災により多額の災害関連予

算が発生したこと、景気低迷の影響から、市

税をはじめとする一般財源の歳入が減少傾向

であること、そして、地方交付税等の増額に

ついても余り期待できないなどを考えます

と、決して大き過ぎる額ではないと考えま

す。

また、全予算から見る各科目の執行状況を

見ますと、民生費の２７.８％をはじめと

し、土木費や教育費にも大きな予算が配分さ

れるなど、市民ニーズに十分配慮した上で、

将来を見据えた都市基盤整備や、次代を担う

子供たちの健全な育成にも重点が置かれてお

り、非常にバランスのとれた予算執行がなさ

れたものと判断します。

以上のことから、平成２２年度三沢市一般

会計歳入歳出決算は、民生安定、市勢発展に

適正に予算執行がなされた結果であり、私は

この決算を認定することに賛成するものであ

ります。

○議長（馬場騎一君） 以上で、討論を打ち

切ります。

これより、採決します。

認定第１号を除く、認定第２号から認定第

１１号までの１０議案は、委員長報告のとお

り決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、認定第２号平成２２年度三沢市国

民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定、認定第３号平成２２年度三沢市食

肉処理センター特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定、認定第４号平成２２年度三沢

市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認

定について、認定、認定第５号平成２２年度

三沢市老人保健特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定、認定第６号平成２２年度三沢

市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について、認定、認定第７号平成２２年度

三沢市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、認定、認定第８号平成２２年度三

沢市介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定、認定第９号平成２２年度三沢市

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定、認定第1０号平成２２年度三

沢市水道事業会計決算認定について、認定、

認定第１１号平成２２年度三沢市立三沢病院

事業会計決算認定について、認定とそれぞれ

決しました。

次に、認定第１号を採決します。

本案に対する委員長報告は、認定です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（馬場騎一君） 起立多数です。

よって、認定第１号平成２２年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定については、認定と

決しました。

─────────────────

◎日程第１２ 議案第５５号から

日程第１７ 議案第６０号まで

○議長（馬場騎一君） 日程第１２ 議案第

５５号から日程第１７ 議案第６０号までの

計６件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第５５号から議案第６０号までの６議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第５５号平成２３年度三沢市

一般会計補正予算（第３号）、可決、議案第

５６号平成２３年度三沢市食肉処理センター

特別会計補正予算（第２号）、可決、議案第

５７号平成２３年度三沢市下水道事業特別会

計補正予算（第１号）、可決、議案第５８号

平成２３年度三沢市介護保険特別会計補正予

算（第１号）、可決、議案第５９号平成２３

年度三沢市水道事業会計補正予算（第１

号）、可決、議案第６０号平成２３年度三沢

市立三沢病院事業会計補正予算（第１号）、

可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第１８ 議案第６１号から

日程第２７ 議案第７０号まで

○議長（馬場騎一君） 日程第１８ 議案第

６１号から日程第２７ 議案第７０号までの

計１０件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第６１号から議案第７０号までの１０

議案は、委員長報告のとおり決することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第６１号三沢市税条例等の一

部を改正する条例の制定について、可決、議

案第６２号三沢市スポーツ振興審議会に関す

る条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決、議案第６３号三沢市テレビ共同受

信施設設置条例を廃止する条例の制定につい

て、可決、議案第６４号三沢市ケーブルテレ

ビジョン施設の設置及び管理に関する条例の

制定について、可決、議案第６５号三沢市交

通安全防犯会議条例の一部を改正する条例の

制定について、可決、議案第６６号災害弔慰

金の支給等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について、可決、議案第６７号第三

中学校新築事業建築工事請負契約の締結につ

いて、可決、議案第６８号財産の取得につい

て、可決、議案第６９号財産の取得につい

て、可決、議案第７０号財産の取得につい

て、可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第２８ 三沢市選挙管理委員

及び補充員の選挙

○議長（馬場騎一君） 日程第２８ 三沢市

選挙管理委員及び補充員の選挙を行います。

お諮りします。

選挙の方法については、地方自治法第１１

８条第２項の規定により、指名推選にしたい

と思いますが、これに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、選挙の方法は、指名推選によるこ

とに決定しました。

お諮りします。

指名の方法については、議長において指名

することにしたいと思いますが、これに御異
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議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、指名の方法は、議長において指名

することに決定しました。

三沢市選挙管理委員に、河村幸利氏、織笠

光子氏、佐々木仁氏、古間木勝弘氏を指名し

ます。

お諮りします。

ただいま議長において指名した方々を三沢

市選挙管理委員の当選人と決めることに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、ただいま指名しました河村幸利

氏、織笠光子氏、佐々木仁氏、古間木勝弘氏

は、三沢市選挙管理委員に当選されました。

次に、三沢市選挙管理委員の補充員の選挙

を行います。

お諮りします。

選挙の方法については、地方自治法第１１

８条第２項の規定により、指名推選にしたい

と思いますが、これに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、選挙の方法は、指名推選にするこ

とに決定しました。

お諮りします。

指名の方法については、議長において指名

することにしたいと思いますが、これに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、指名の方法は、議長において指名

することに決定しました。

三沢市選挙管理委員の補充員に、橘信宏

氏、坂本幸子氏、苫米地強氏、米内山敏光氏

を指名します。

お諮りします。

ただいま議長において指名した方々を三沢

市選挙管理委員の補充員の当選人と決めるこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、ただいま指名しました橘信宏氏、

坂本幸子氏、苫米地強氏、米内山敏光氏は、

三沢市選挙管理委員の補充員に当選されまし

た。

なお、ただいま当選されました補充員の補

充の順序につきましては、指名した順序にし

たいと思いますが、これに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、補充員の順序は、第１位、橘信宏

氏、第２位、坂本幸子氏、第３位、苫米地強

氏、第４位、米内山敏光氏と決定しました。

─────────────────

◎日程第２９ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（馬場騎一君） 日程第２９ 基地対

策特別委員会中間報告を議題とします。

１４番。

○１４番（小比類巻正規君） 第３回定例会

基地対策特別委員会中間報告。

本委員会において審査中の事件について、

会議規則第４５条第２項の規定に基づき、中

間報告をいたします。

本委員会は、去る７月２７日及び２８日、

大塚副市長、小比類巻副議長とともに、さき

の会議において、その実施を決定した三沢基

地周辺対策に関する国への要望活動を行いま

した。

今回の訪問先は、２７日に東北防衛局、総

務省及び県選出国会議員の各事務所を訪問

し、２８日には、国会内において民主党陳情

要請対応担当の松浦参議院議員を訪ね、その



― 88 ―

後、防衛省を訪問し、事務職への要請のほか

に、広田防衛大臣政務官に面談することがで

き、それぞれ要望活動を行ったものでありま

す。

なお、具体的な要望内容については、前回

の定例会におきましても御報告申し上げたと

おりでありますが、防衛省関係では、三沢飛

行場第二滑走路の早期着工と航空機産業等の

企業集積についてをはじめ８項目を、総務省

関係では、国有提供施設等所在市町村助成交

付金及び施設等所在市町村調整交付金の改善

についてを、それぞれ要望してまいりまし

た。

特に、第二滑走路の件については、国から

の回答では、調査の結果、他の飛行場と比較

して混雑のレベルが突出したものではなく、

飛行回数においても年々低下している傾向に

あることを理由に、既に現時点での整備着工

は困難との回答を受けてはいるものの、再度

の検討を強く要請してまいりました。

また、基地関連工事等の受注に関する地元

業者の優遇や基地従業員の雇用面での優先な

ど、地域振興に対する支援については、一部

進展した地域はあるものの、いまだに地域の

分断問題が残る集団移転については、声を大

にして、その改善を訴えてきたところであり

ます。

また、いわゆる基地交付金の増額について

も、総務省を直接訪問し、それが果たすべき

必要性・重要性を説明、要請してきたわけで

ありますが、今回、いずれの要請先において

も共通して話してまいりましたことは、三沢

市は基地との共存共栄を唱え、日米が優良な

関係を保っているという点では、日本一のま

ちだと自負しているということ。しかし、そ

の裏には、多くの障害に対して、市民が相当

の我慢をもって生活しているという事実があ

るということを理解していただきたいという

ことであります。

三沢基地から発生する諸問題は、市民の生

活に大きな影響を及ぼしております。これら

の諸問題を調査、解明し、市民の民生安定と

福祉向上を図ることが我々に課せられた使命

であり、今後とも最大限の努力をもって、こ

れに努めてまいりたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第３０ 中心市街地活性化対

策特別委員会中間報

告

○議長（馬場騎一君） 日程第３０ 中心市

街地活性化対策特別委員会中間報告を議題と

します。

１６番。

○１６番（舩見亮悦君） 中心市街地活性化

対策特別委員会における審査状況について、

会議規則第４５条第２項の規定に基づき、中

間報告をいたします。

本委員会は、９月１３日に委員会を開催

し、ＭＧプラザ運営の進捗状況について調査

いたしました。

ＭＧプラザの運営については、前回の会議

において、その基本方針や今年度の事業計画

が示されたところであります。この計画が現

在どの程度まで進んでいるのか、また、これ

まで実施されたイベント等における集客状況

や取り組み等についても、今回の会議で執行

部より説明を受けたものであります。

説明では、はじめに、平成２３年度事業計

画に基づき、これまで開催されたイベント時
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におけるＭＧプラザの入館者数についての実

績報告があり、三沢まつりでは約５,０００

人の増、航空祭では１,１００人の増とな

り、売り上げについても、イベント開催時に

は通常の販売額の１０倍程度になっていると

のことでありました。

また、今後の集客力向上の主な取り組みと

いたしましては、駐車場拡充のための周辺空

き地の調査や、アメリカ広場を臨時的に駐車

場として活用できないか等を、内閣府をはじ

めとする関係機関と協議しているとのことで

した。

また、テナント誘致の状況については、１

階空きスペースに、現在、２店舗と交渉中の

ほか、２階においても、輸入雑貨等の外国製

品を取り扱う店舗をテスト営業する計画があ

るとのことでした。

また、３階、コミュニティセンターにつき

ましては、９月１２日に日米保育園が開園し

たとの報告がありました。

また、その他として、１０月６日に臨時株

主総会を開催する予定となっており、ＭＧプ

ラザの新名称等を決定するとのことでした。

委員からは、アメリカ広場を駐車場として

の利用を含めた、多目的に利用してはどうか

と。さらに、もっと商店街の方々にも集客の

取り組みや工夫をしてほしい等の意見が出さ

れました。

これに対し執行部からは、集客の向上には

テナント誘致が必須であり、その誘致交渉に

おいて、駐車場の確保が絶対条件となってい

ることから、アメリカ広場や周辺空き地を含

め、関係機関と協議しながら、できるだけ早

期に駐車場確保に努めたいとのことでありま

した。

また、商店街においても、イベント開催時

には個々に案内を出し、積極的に協力要請す

るとともに、意識の啓発にも努めているとの

説明がありました。

ＭＧプラザの成功は、当市の中心市街地活

性化を図るためには欠くことのできない重要

な課題であります。

当委員会といたしましても、中心市街地活

性化基本計画を着実に推進すべく、さまざま

な調査・研究、助言を行ってまいりたいと考

えておりますので、引き続き閉会中の継続審

査とすることを申し添えまして、当委員会の

中間報告といたします。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、中心市街地活性化対策特別委員会

については、引き続き閉会中の継続審査とし

ます。

─────────────────

◎日程第３１ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（馬場騎一君） 日程第３１ 総務文

教常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

１０番。

○１０番（堀 光雄君） 総務文教常任委員

会所管事務調査報告。

去る８月２９日に開催いたしました総務文

教常任委員会所管事務調査の内容について御

報告申し上げます。

今回の会議では、十和田観光電鉄の鉄道へ

の支援について調査いたしました。

この件については、去る８月１８日に行わ

れた沿線の自治体や高校等で構成される十和

田観光鉄道活性化協議会での席上において、

十和田観光電鉄から、沿線自治体からの支援

がなければ、今後、鉄道の存続は困難である

との考えが示され、十和田、三沢及び六戸に

対し、本年度から１０年間で約５億２,００

０万円の財政支援を要請されたとのことか

ら、今後、市としてどのように対応していく
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のか、その方針を確認するため開いたもので

あります。

執行部からは、十和田観光電鉄から提示さ

れた経営状況や将来予測の資料に基づき、支

援要請の内容が説明されましたが、これに対

する委員からの意見は、いずれも支援に対し

否定的なものが主であり、バスへの転換など

代替手段を模索する内容や、一民間企業に対

する支援について難色を示すものでありまし

た。

また、この問題は、当市にとって非常に重

要な問題でもあることから、当委員会だけで

なく、他の議員からも意見を聞く考えはない

かとの質問も出され、これに対し執行部で

は、今後、他の議員や市民からも広く意見を

聴取し、それを踏まえた上で、他の自治体と

の協議を行い、９月末までに支援の可否を十

和田観光電鉄へ示したいとのことでありまし

た。

今回、調査した問題は、鉄道を利用する市

民はもとより、沿線住民、そして、さらには

市全体の今後の地域振興にも影響を与える大

きな問題でもあります。限られた時間内での

判断が求められているようではありますが、

最終的に市民が納得のいく形での解決策が見

出されるよう、関係機関との十分な協議を

行った上で判断していただきたいと思いま

す。

当委員会といたしましても、今後の動向に

注視し、必要に応じ、助言等をさせていただ

ければと考えております。

以上、総務文教常任委員会所管事務調査報

告といたします。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第３２ 民生常任委員会所管

事務調査報告

○議長（馬場騎一君） 日程第３２ 民生常

任委員会所管事務調査報告を議題とします。

１３番。

○１３番（西村盛男君） 去る８月１日に開

催いたしました民生常任委員会の所管事務調

査について、その概要を御報告申し上げま

す。

今回は、先般発生いたしました消防の公金

着服事件に関し、その内容と今後の対策につ

いて調査いたしました。

消防からの説明によりますと、ことし７

月、平成２２年度決算書の危険物製造所等許

可及び検査受理簿を確認したところ、決算額

と一致せず、領収したはずの手数料の一部が

会計課に入金されていないことが判明、ま

た、緊急消防援助隊活動経費の残金について

も不足があり、これらの状況を受けて内部調

査したところ、管理課経理担当者による公金

横領が発生したとのことでありました。

これに対する再発防止策として、消防では

現金受領を極力なくし、指定金融機関に直接

納付するよう改善するとともに、通帳、かぎ

等の管理や定期内部点検の強化等を図り、職

員の指導監督の徹底を行うとのことであり、

消防に限らず市役所全体の公金取り扱い事務

についても実態調査を実施し、今後、公金管

理体制の改善・強化を図っていくとのことで

ありました。

なお、当該職員については、事件発覚後、

着服金は全額返済したとのことであります

が、７月２２日付で懲戒免職処分としたとこ

ろであり、今後、刑事告訴する方針であると

のことでありました。

一連の説明を受け、委員からは、公金の取

り扱い事務において、チェック体制の甘さや

職員の倫理観について強く指摘する意見が出

されたほか、管理監督者の処分に関しまして

も指摘がありました。

また、刑事告訴については、既に社会的制

裁を受けていることや、当該職員の年齢、今

後の更生の可能性を考慮して、慎重に検討し

ていただくよう要望も出されたところであり

ます。
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今回の事件は、市民の信頼を大きく失墜さ

せる問題であり、二度とあってはならないこ

とであります。執行部におかれましては、再

発防止策の徹底はもちろんのこと、公務員と

しての自覚を再認識していただき、市民の信

頼回復に向け、全力で取り組んでいただきま

すようお願い申し上げます。

最後になりますが、我々議会は、執行機関

の行財政運営や事務処理等が適正に行われて

いるかを監視するという重大な使命が課せら

れております。当委員会におきましても、こ

のことを十分認識し、今後とも重い責任を

持って委員会活動に取り組んでまいりたいと

考えております。

以上をもちまして、民生常任委委員会の所

管事務調査報告とさせていただきたいと思い

ます。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第３３ 議員の派遣について

○議長（馬場騎一君） 日程第３３ 議員の

派遣についてを議題とします。

詳細については、印刷して、お手元に配付

しております。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び会議規

則第１５８条の２の規定により、別紙のとお

り議員を派遣することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） 以上で、本定例会に

付議された事件はすべて議了いたしました。

─────────────────

◎市長あいさつ

○議長（馬場騎一君） ここで、特に市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成２３年三沢市議

会第３回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言ごあいさつを申し上げま

す。

今定例会は、去る９月５日開会され、本日

まで１１日間にわたり、平成２２年度三沢市

の一般会計及び特別会計並びに企業会計の決

算認定をはじめ、平成２３年度各会計の補正

予算のほか、行政運営上必要な条例の制定等

２７案件について慎重なる御審議を賜り、そ

れぞれ原案どおり御議決及び御認定を賜りま

して、まことに感謝にたえないところであり

ます。

御議決賜りました予算等の執行に当たりま

しては、御審議の過程におきまして、議員各

位から賜りました御意見、御提言等を十分尊

重し、最善の効果をおさめますように努力を

傾注してまいりますので、何とぞ一層の御支

援、御協力をお願い申し上げ、甚だ簡単では

ございますが、閉会に当たってのごあいさつ

とさせていただきます。

大変ありがとうございました。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） これをもって、平成

２３年三沢市議会第３回定例会を閉会しま

す。

午前１０時４５分 閉会
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